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　10 月 11 日、我々は真っ青に晴れたバーミヤーンか
らカブルに戻った。その日、日本の外務大臣がカブル
に到着し、夜にはパキスタンに移動した。カブル国際



































































































金大考古 65, 2009  佐々木達夫＆佐々木花江・世界遺産バーミヤーンと世界遺産候補ズバラの保護と活用・28-35




































で調べられる距離は 20cm までらしく、50cm ほどの深
６. ゴルゴラ出土の施釉陶器
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Baker, P.H.B. and Allchin, F.R., 1991, Shahr-i Zohak 
and the Histroy of the Bamiyan Valley Afghanistan, BAR 
International Series 570.
６．シャハリ・ゴルゴラの陶器


















mining team（例えば DMT9, DT9, T9）、歩いたライン







































































12 世紀から 13 世紀初と分類したもので（佐々木 他 
2008）、大部分がバーミヤーンで作られたものである。
その後の時代の施釉陶器はきわめて少なく、ゴルゴラ

















佐々木達夫 ,佐々木花江 ,野上建紀 , 2008「バーミヤーン
出土のイスラーム陶器」『金沢大学考古学紀要』29:1-30.





















































































(e-mail: tatsuosasaki@hotmail.com ;  　　　
hanaesa@kenroku.kanazawa-u.ac.jp)
金沢大学・台湾大學　研究交流講演会
日時：1月 7日（木）13:00 ～ 16:30
場所：金沢大学 中央図書館 AV 室
受講料：無料




問題点 - 東南アジアを中心に -」




長）“New Investigation and discoveries at Sauran 
city in South Kazakhstan”
田辺勝美（中央大学教授・元金沢大学考古学教授）「ア
フガニスタン北部出土の二仏並存図について」
. ズバラの砦
